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利益追求と村での協調意識
－ペルー，カハマルカ県のチーズ生産者の実践を事例に－
古 川 勇 気*
The Profit-Seeking and the Cooperative Awareness Shared in the Village:
Case Study of Cheese Producers’ Practices in Cajamarca, Peru
FuruKawa Yuki*
Abstract
The purpose of this paper is to clarify relations between cheese producers’ profit-seeking in the 
market and the cooperative awareness shared in a village in Cajamarca, northern mountains of 
Peru, from two point of view. One point of view is a broad meaning estimate included of an ideology 
and a custom of dairy social relations in the village, and the other is a balance calculation for their 
profit-seeking in a payment of milk and a commodities trading.
Cheese producers buy milk produced by peasants in the village. Their relationships with 
peasants are various. For example, they greet and have chats with peasants every day. In addition, 
they sometimes exchange foods and daily commodities and lend money to peasants, and peasants 
demand them to pay more than the regular weekly price of milk. In the rural festival they offer their 
household labour to organize it and sell beer instead of rising the price. They try to maintain their 
management based on the balance calculation of costs and benefits, to take care of the ideology and 
the custom in the village, and sometimes to work hard to be generous spending money and household 
labour. Thus, their caring and working hard present their generosity in the daily relationship with 
peasants, and hide their profit-seeking, as a result enable them to make a profit. 
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たのが農民（peasant）研究である［Wolf 1957, 1959; Foster 1965, 1972; Taussig 1980; 
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加え，農村内では村人が一様に「貧しさ」を共有していた。そのような農村社会は，いわゆ







































関係性が研究されてきた［Gudeman and Rivera 1990; Deere 1990; Gudeman 2001, 2008, 
2012; Mayer 2002; 鳥塚 2009］。グードマンとリヴェラは，農村は農民世帯が節約の経営を
おこなう領域で，市場は村外に出た個人が利益追求をおこなう領域であると，両領域を区別









































































6.1℃である。一年は雨季（10 月～ 3 月）と乾季（4 月























 （INEI 1994 改変）
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ある（図 2 参照）。そこで，現地開発機関の 1 つである国内 NGO9) によるフレッシュチーズ
やティポ・スイソの生産技術供与の農村開発が，2009 年からおこなわれてきた。その農村開
発は「世帯の収入を上げるために，品質の良いチーズを生産する」という目的で実施され，













本稿が集中的に論じるのは，同郡の協同組合グループのうち，LT と PB という山村にまた
内 NGO か，県庁や郡役場から依頼を受けた国際 NGO である。
9) 本稿で扱う国内 NGO はワルガヨック郡の郡役場から依頼を受けて，チーズ生産技術援助の農村開発
をおこなっている。同 NGO はペルー北部地域において，農村の貧困問題解決のために，農村開発や




10) 低温殺菌処理技術とは，チーズを生産する際に，はじめに生乳を 63℃の低温で 30 ～ 40 分間殺菌す
る処理のこと。これが低温殺菌であり，フランスのパスツールがワインの殺菌方法として発明した病
原菌をほぼ死滅させる処理方法であり，技術・設備的には最も安価で容易な殺菌方法といえる。この
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がるグループの参加者である農民の事例である。この 2 つの山村の総世帯数は約 150 世帯（総

















調査を実施した 2013 年 3 ～ 7 月，2013 年 11 月～ 2014 年 1 月，2015 年 2 ～ 3 月の段階では，
参加者が低温殺菌チーズ（Queso Pasteurizado）13) を生産できるようになるための教育プログ
ラムがおこなわれ，2013 年 12 月にはそれが終了し，各製造所に二重底鍋が導入されていた。
























入は約 900 ～ 1600 ソルであった。この収入から，彼らの近隣農民への生乳代金を引くと，
約 600 ～ 800 ソル手元に残る。さらに，彼らの食料や日用品の購入に必要な出費や，チーズ
の生産販売に必要なガス・電気代やカルシウムなどの薬代が引かれると，手元に残る利益は
約 300 ～ 570 ソルである（日本円で約 10,000 ～ 20,000 円）。彼らは，生乳代金や生活・チー
ズの生産販売に必要な経費を引いても，多くの利益を残していたのである。





牛乳量 ( ℓ )
牛乳の値段
( ソル / ℓ )
1 週間のチーズ
の生産量 ( ㎏）
チーズの値段 ( ソル / ㎏ )
( チーズの種類 / 出荷先 )
フェルナンド










( 普通のフレッシュチーズ / チ
クライヨ )
15
( ティポ・スイソ / リマ )
マイコル




( ティポ・スイソ / バンバマルカ )
13.5
( ティポ・スイソ / リマ )
表1（見開き）チーズ生産者の1週間の家計状況（二重底鍋導入後の2015年2～3月のある1週間：雨季
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近隣農民の生乳提供での収入は，約 30 ～ 70 ソルである。また鉱山労働や農業従事などで
その他の収入を得る場合がある。その収入の中から食料などに必要な出費がまかなわれるた
め，手元に残るのは 20 ～ 30 ソル（日本円で約 600 ～ 1,000 円）か，ほとんどないことが多
い。そのため，この山村の農民の多くは，チーズ生産者よりも収入が低く，相対的に「貧しい」
と感じているといえる。一方，生乳提供以外に収入がある場合，400 ソル近く手元に残る農























生乳代金：349 ℓ× 1 ＝ 349
1 週間のコスト：200
｛30ソル (チーズ生産にかかるコスト )+
170 ソル ( 食料・日用品など )｝
× 940.5 392.6
7

































































1 60 60 なし 30 30
B さん



























（本人，夫，子供1人） 1 45 45 なし 45 0
表 2　近隣農民の収入状況 （2013 年 5 月調査記録より作成）
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ベ テ ィ ー ：「いや，火曜日は 10.5 ℓだわ。」













ラファエル：「いや，火曜日は 15 ℓだった。なにせ，今週は 90 ℓ超えていたんだから。」
191
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彼は，どうしても 90 ℓ分の代金，つまり 90 ソル以上のお金が欲しいらしく，生乳量
の上乗せを図った。この態度に対して，ブライアンの妻や子供たちは非難したが，ブラ
イアンは，しばらく黙っていて，以下のように締めくくった。
ブライアン：「じゃあ，火曜日は 19.5 ℓでいいよ。そうすれば，今週は 90 ℓ超えること 
 になるから。」
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【事例 6】ビール販売
カルナバルの祭りの 3 日間に，マイコル兄弟はビールを販売した。彼らは街でビール































すことで，4) で損をしない範囲で 5) の利益追求を実現している。前貸しの事例では，日常的
付き合いをもとに 1) に応えているが，実際は 4) で損をしない範囲に留めている。正規の生
乳代金以上の要求の場合，1) に応えるために 3) を実行し，前面に出すことで，4) では損を
しているが 5) での利益追求を維持している。カルナバルの祭りでは，実際は 2) をおこなっ
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には大変お世話になった。ここに記してお礼を申し上げたい。
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